
 

  

Beauty in the form 

シドニー ヘラルドサン新聞 

オーストラリア 1996 



形の美しさ 

シドニー へラルドサン新聞 

１９９６  オーストラリア       翻訳 

 

ヘレン・グリーンウッド 

 

 

彼の作品がブランクーシーを思い出させると言われるとき、ジュン

ジ コニシは嬉しそうに笑います。  

「私の大好きな歴史上の彫刻家はブランクーシです」と彼はためら 

いがちではあるが、明確な英語で言います。「私は流れ出る形が好き

です。 私が彫刻を探求し始め、そして ブランクーシー に近づいた

とき、私は多くの彫刻家を見ていました。 形の探求は私のエネルギ

ーであると感じました。」 

 

 

コニシ、４３歳は，純粋な形を作成し機能を越える作品を創る金

属工芸作家のマスターです。 彼の創る食器は、それについて二元

性を持っています。これらの作品はミニチュアの 彫刻とでも言

えるでしょう。彼の花瓶が空中に舞い上がって、そして重力圏を

拒絶するようにそれだけで耐えることができる肉感的な、厳しい、

そしてダイナミックなフルーツボールが形式化された水連のよ

うに、開くように見えます。そして塩胡椒差しは飛んでいるよう

な作品への彼の心を反映しています。 

 

 

元来エンジニア，コニシとしての 教育、訓練 と１９８９年までは

８０年代初期、伝統工芸から日本の金属芸術の世界に入りました。  

彼がオーストラリアに来た時、彼の持っている日本の伝統的遺産を

近代主義の美に合わせる方法を見いだすことに熱心でした。 その

ためほとんど７年のあいだ，彼は、勉強しながら仕事をしていまし

た。そして芸術の学科をメルボルンの王立メルボルン工科大学で 

教えていたのです。 

 



 

 

「長い間、私は打ち出し技術を使いレリーフを作ってきました。そ

して鏨を使い日本の伝統技術の彫金もやりました。私はオーストラ

リアに来た時、装飾な作品については創ることを望みませんでし

た。」 

彼の目指したものは、銀工芸の機能の中にコンスタンチン・ブラン

クーシー、アニシ・カーペル、そしてメルボルンに住む日本人彫刻

家アキオ・マキガワの彫刻のように、形のダイナミズムを取り入れ

ることだったのです。 

 

 

彼は３次元作品の世界に移っていきました。 

「アイデアは機能的な本当に単純な形の分野でありながらも、形

を追求し前に強く押し出すことでした。そして私の作品は変化し

て行きました。  

私の考える美は、 装飾ではなく、形にあると信じています。 そ

のため私は彫刻について、もっとも多くの探求をしました。 

アキオの作品はシンプルなフォームとエレメント、そのフォーム

とハーモニーを表現しています。私が彼に会ったとき多くの事柄

を彼から学び、それは大きな興奮であったし、理由でもあります。」 

現在、RMIT 大学の教授レイ・ステビンズによれば、コニシがこ

の国で最も素晴らしい銀工芸作家であることが、エキサイティン

グな理由であります。 

 

 

メーカーズマーク・ギャラリーで開かれる、この木曜日の展示会オ

ープニングで、彼のホローウエア作品のエネルギーと明快さによっ

て人々を感嘆させています。金、銅と彼の最も好きな銀で創作して、

その形はピュアであり、オーガニックなシェープはその本質を引き

出しました。 彼の哲学では機能の前に形なのです。 

「私は本当の物から形を移すことを望みませんでした。過去３，４

年の間、私は床に落ちる水滴のようなもので、その形は床で丸くな

っていく形があります。また、飛翔体が飛んでいるようなフォーム

に興味を持ちました。 

 

 

 



 

 

私の求める形はそれらが凝縮されたものと言えます。 

最初の形のイメージはシェープとそのエネルギーであると思い

ます。それからどうやって使えるかという機能的な構成を考え

ます。」 

コニシは８個のリキュールカップを３日で作ることができます。 

しかしそれぞれのフルーツボールはハンマーでシェープを作り

上げるのに６週間かかると言います。 

 

 

 

価格は銀製で内側金メッキの各リキュールカップが各２６

０ドルから純金製水差しとカップがセットで８５，０００

ドル、それは純金のインゴットを薄くして巻かれるように

して形作ったもののように見えます。 

純金での仕事はコニシには新しい経験でした。 

日本の後援者がコニシに与えた金銭であり、彼が必要だっ

た２，５ｋｇの純金を買うためで、お蔭で新しい経験ができ

たと言っています。条件は売れなかったら、彼に払い戻すと

いうことでした。 

 

 

 

「素晴らしい材料です」、と彼が言います。「私はこれまでそれを

このような立体作品に使ったことはありません。銀は経験がある

けれど金は。」 

「私は１グラムたりとも捨てることはできませんでした。銀の場

合１ｇあるいは２ｇは仕方ないとも思うけど。私はどの金属にも

あまり、やすりをかけませんでした。しかし、私は少しの金のご

みにも非常に注意していました。本当に金から大きなエネルギー

感じました。金属に関して話しをすること、触り、そしてそれこ

そ私の形を作る。これは本当にエキサイティングでした。」 

 

 

ジュンジ・コニシとキミオ・サカイの作品展は 

6 月 29 日までメーカーズマーク・ギャラリー 

で開かれています。 


